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君
火
を
焚
け 
よ
き
も
の
見
せ
ん 

雪
ま
ろ
げ 

 

キ
ミ
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ユ
キ 

出
典
：
雪
満
呂
気 

ユ
キ 

マ 

ロ 
 

ゲ 

松
尾
芭
蕉 

よ
く
き
て
く
れ
た
。
君
は
い
ろ
り
に
火
を
た
い
て
あ

た
っ
て
い
て
く
れ
。
私
は
そ
の
間
に
よ
い
物
を
作
っ

て
見
せ
て
あ
げ
よ
う
。
庭
の
雪
で
作
っ
た
大
き
な
雪

ま
ろ
げ
を
ね
。 

※
「
雪
ま
ろ
げ
」
と
は
雪
を
ま
る
め
て
こ
ろ
が
し
て

作
る
大
き
な
雪
の
た
ま
。 

田
山
支
部
（
福
田
支
部
長
）
は
、
十
二
月
三
日
（
土
）
田
山
農
村
婦

人
の
家
で
七
十
五
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
の
方
を
対
象
に
「
ち
ょ
っ
と

い
っ
ぷ
く
お
し
ゃ
べ
り
サ
ロ
ン
」
を
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
（
参
加
者
：

十
三
名
）
午
前
中
は
輪
投
げ
を
楽
し
ま
れ
、
「
あ
と
一
点
取
れ
た
ら…

」

と
み
な
さ
ん
懸
命
に
輪
を
投
げ
ら
れ
ま
し
た
。
昼
食
に
道
の
駅
の
お
弁

当
を
食
べ
た
あ
と
、
午
後
か
ら
は
伊
賀
市
か
ら
〈
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
や

っ
ち
ゃ
ん
・
ふ
く
ち
ゃ
ん
〉
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
寅
や
う
さ
ぎ
等
の

動
物
や
花
、
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
等
、
色
と
り
ど
り
の
風
船
を
つ
か
っ

た
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
を
楽
し
ま
れ
ま
し
た
。
希
望
者
は
自
分
で
好
き
な

色
を
選
び
、
花
を
一
緒
に
作
り
ま
し
た
。
最
後
に
あ
み
だ
く
じ
を
し
て
、

自
分
が
気
に
入
っ
た
バ
ル
ー
ン
の
作
品
を
選
び
、
「
玄
関
に
飾
る
わ

～
！
」
と
、
笑
顔
で
持
ち
帰
ら
れ
ま
し
た
。 

コ
ロ
ナ
に
気
を
付
け
て
頑
張
っ
た
一
年
、
ち
ょ
っ
と
い
っ
ぷ
く
で
き

る
場
に
な
り
ま
し
た
。 

昨
年
は
地
域
の
み
な
さ
ん
と
と
も
に
、
支
え
あ
い
が
で
き
る
地
域
づ
く
り

に
ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

引
き
続
き
、
本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 



   
 

                         

＜今月の脳トレ＞お正月に使われる「お祝い箸」はなぜ両端が使えるようになっているのでしょうか？ 

１． お肉用と野菜用に別けられている ２．ご飯用とお吸い物用に別けられている ３．自分用と神様用に別けられている 

（答えは下部にあります。） 

 

・
合
同
相
談 

一
月
二
十
日
（
金
）
午
前
九
時
三
十
分
～ 

南
山
城
村
役
場
会
議
室 

心
配
ご
と
や
人
権
に
関
す
る
問
題
、
困
り
ご
と
な
ど 

 

・
健
康
相
談
・
福
祉
な
ん
で
も
相
談 

一
月
二
十
日
（
金
）
午
後
一
時
三
十
分
～ 

童
仙
房
公
民
館 

保
健
師
に
よ
る
血
圧
測
定
や
健
康
相
談 

社
協
相
談
員
が
相
談
も
お
受
け
し
て
い
ま
す 

・
司
法
書
士
無
料
法
律
相
談
（
山
城
南
地
区
社
協
） 

一
月
二
十
日
（
金
）
午
後
一
時
三
十
分
～ 

木
津
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー 

【
申
込
み
】
木
津
川
市
社
会
福
祉
協
議
会
・
木
津
支
所 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

☎
〇
七
七
四-

七
一-

九
五
五
九 

  

答え：３．自分用と神様用に別けられている 

 
※理由 お祝い箸は両端が細くなっているのが特徴です。一方は人間が使い、もう一方は神様が使うために細くなっています。 

お祝い箸は、元日から使い始めて三が日まで使い、地域によっては 1 月 7 日の松の内まで同じお祝い箸を使います。 

配食サービスは今年で 20 周年を迎えます。 

調理が困難な村内に住む一人暮らし高齢者または高

齢者世帯等に対して、定期的に訪問して栄養のバランス

のとれた食事を提供するとともに安否確認を行うため、

配食サービスさくらでは毎週金曜日のお昼にお弁当を

作り、配達をしています。現在 47 名が利用されてお

り、71 名のボランティアのみなさまに調理と配達にご

協力いただいています。（12 月時点） 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
伴
う
特
例
貸
付
に
つ
い
て
、
緊
急
小

口
資
金
、
総
合
支
援
資
金
の
受
付
が
令
和
四
年
九
月
末
を
も
っ
て
終
了
し

て
お
り
ま
す
。
生
活
が
困
窮
さ
れ
お
困
り
の
方
は
、
左
記
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
・
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

■
生
活
福
祉
資
金
貸
付
相
談
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー 

☎
〇
一
二
〇‐

四
六‐

一
九
九
九 

(

月
～
金
曜
日)

／
午
前
九
時
～
午
後
五
時 

■
自
立
相
談
支
援
機
関(

京
都
府
山
城
南
保
健
所) 

☎
〇
七
七
四‐

七
二‐

〇
二
〇
八 

(
月
～
金
曜
日)

／
午
前
八
時
三
十
分
～
午
後
五
時
十
五
分 

■
南
山
城
村
社
会
福
祉
協
議
会 

 
 

☎
九
三 

-

一
二
〇
一 

(

月
～
金
曜
日)

／
午
前
八
時
三
十
分
～
午
後
五
時
十
五
分 

12/21（水）にはお弁当と一緒に 
お渡しするクッキーをつくりまし
た。今年は、折り紙でサンタクロー
スも折りました。クリスマス気分を
味わってもらえると嬉しいです☺ 

配食サービスさくら 
調理ボランティア募集 

配食サービスへの協力をお願いします。 

詳細は社協までお問い合わせください。 

栄養士さんのレシピをもとに栄養バランスのとれた
昼食を見守りを兼ねて手渡しでお届けしています 


